
６年生を送る会
　　２月２４日（金）、６年生を送る会を行いました。今年も、コロナ禍での
開催であるため、ビデオに収録したものを各学級で鑑賞しようというも
のでした。１年生から５年生まで、どの学年も「６年生に対する感謝の気
持ち」をテーマに、表現されているのが印象的でした。特に、企画や運営
に携わった５年生の表現では、６年生の各教室にインタビューをするシー
ン、「Ｓｉｍｏｚｏｎ」でプレゼントを届けるシーン（どちらも生中継）があり、

知恵と工夫が随所に盛り込まれていました。そして、６年生からは「感謝の気持ちに『ありがとう』
で答える」合唱の演奏が届けられました。「感謝」の気持ちに「感謝」で答える、とてもステキな時
間を過ごせたことは、私にとっても幸せな時間になりました。
　　この日は、学校運営協議会の委員の皆様にもご覧いただきました。次代を担う５年生の底力を
見られたこと、「しもだっ子」の温かい心が、どの出し物にも描かれていることなど、とても高い評
価をいただきました。

下小ブルーの風に乗って！
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思い出の場所〔６年生〕

「〇〇なわたし」「〇〇してるわたし」〔５年生〕

　　「思い出の場所」というテーマで、６年生が学校の中の風景を描きました。一人一人の中にあ
るかけがえのない思い出が、どの作品の中にもあふれんばかりに描かれていました。

　　「〇〇なわたし」「〇〇してるわたし」というテーマで自画像を描きました。表情に特徴があるも
の、手や足に特徴のあるもの、ポーズに特徴のあるもの、とてもユニークな作品が多かったです。
作品を眺めていると、子どもたち一人一人が「自分が、自分に、自分を問うている。」姿を感じまし
た。作品の構想を練っているとき、作品を描いているときに、今の「自分」だけではなく、４月から
の「自分」、将来の「自分」を考えているんだなと、私は想像しながら鑑賞しました。

全校朝会のお話

みなさん、おはようございます。

今日は、「友だち」について、お話します。

１・２年生のみなさんは、

入学式でお話しました、２つの約束を思い出してください。

そうです。その１つが「お友だちとは、仲よく」でしたね。

１年を振り返って、「友だちと仲良くできましたか？」

３・４年生のみなさんは、

「仲がよいのが友だち」から一歩進みます。

「信頼し合う」ということです。

「信頼し合えるのが友だちである」ということについて、

１年を振り返って、考えてください。

５・６年生のみなさんは、

「信頼し合えるのが友だち」から一歩進みます。

「互いに高め合う」ということです。

相手の成長を願い「互いに高め合えるのが友だち」ということに

ついて、１年を振り返って、考えてください。


